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「
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
と
現
代
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
法
」
（
ニ
・
完
）

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
で
す
。
訴
訟
で
の
人
民
法
院
に
よ
る
調
停
は
次
第
に
少
な
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

四
〇

劉

新
薇
）

李

「
中
国
民
事
訴
訟
法
の
実
施
中
の
問
題
点
と
今
後
の
改
革
展
望
」

南
京
師
範
大
学
法
学
院
教
授

（
通
訳
•
中
国
弁
護
士

私
の
報
告
の
前
に
、
以
下
の
三
つ
の
お
礼
と
お
祝
い
の
言
葉
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
ず
、
山
中
教
授
の
ご
招
聘
で
、
こ
の
関
西
大
学
法
科
大
学
院
開
設

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
私
が
長
い
法
教
育
歴
史
の
あ
る
大
学
で
中
国
の
民
事
訴
訟
法
を
紹
介
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
次
は
、
関
西
大
学
法
科
大
学
院
開
設
に
つ
い
て
お
祝
い
を
心
か
ら
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
ら
に
、
南
京
師
範
大
学
も
一
〇
二
年
の

歴
史
の
あ
る
大
学
で
あ
り
ま
す
。
私
の
今
度
の
講
演
を
機
会
に
、
こ
れ
か
ら
関
西
大
学
の
先
生
方
と
南
京
師
範
大
学
の
先
生
と
の
間
で
交
流
関
係
を
持
ち

さ
て
、
私
の
報
告
の
テ
ー
マ
は
、
「
中
国
民
事
訴
訟
法
の
実
施
に
お
け
る
焦
点
問
題
、
及
び
今
後
の
改
革
展
望
」
で
あ
り
ま
す
。

（
九
ニ
―
)

浩

に
お
い
て
、
い
ず
れ
も
作
用
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。
第
二
は
、
人
民
調
停
制
度
が
紛
争
解
決
の
な
か
で
重
要
な
作
用
を
発
揮
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
第
一
―
―

は
、
経
済
発
展
と
国
際
交
流
の
増
加
に
つ
れ
て
、
仲
裁
が
民
事
紛
争
解
決
に
お
い
て
果
た
す
役
割
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
で
す
。
第
四
は
、
訴

訟
は
依
然
と
し
て
紛
争
解
決
の
最
も
重
要
な
手
段
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
訴
訟
に
お
い
て
当
事
者
が
果
た
す
役
割
は
次
第
に
大
き



③
 訴

訟
に
お
け
る
自
認
制
度
を
受
け
る
。

②
 

①
 

含
む
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

者
の
弁
論
か
ら
外
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。

第
五
五
巻
三
号

（九一――-）

面
的
な
改
訂
が
さ
れ
ま
し
た
。
改
訂
後
の
民
事
訴
訟
法
は
、
今
ま
で
一
三
年
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
民
事
訴
訟
法
の
改
訂
に
つ
い
て
四
つ
の
理
由

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
一
三
年
に
お
い
て
、
中
国
の
社
会
は
、
さ
ら
に
市
場
化
及
び
法
治
化
の
道
を
た
ど
り
、
民
事
訴
訟
法
が
新
し
い
社
会
生
活
に
適
応

し
含
れ
な
い
と
こ
ろ
が
現
れ
、
現
行
民
事
訴
訟
法
は
、
そ
の
実
施
に
お
い
て
幾
つ
か
の
問
題
と
欠
陥
が
露
呈
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
一
三
年
に
お
い
て
、

最
高
人
民
法
院
も
司
法
改
革
及
び
民
事
審
判
実
務
の
な
か
で
新
た
な
経
験
を
蓄
積
し
ま
し
た
。
ま
た
、
中
国
の
学
者
も
民
事
訴
訟
理
論
に
対
す
る
研
究
に

お
い
て
新
た
な
成
果
を
積
み
上
げ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
民
事
訴
訟
法
の
改
訂
問
題
は
次
第
に
現
実
の
も
の
と
な
り
、
第
一

0
期
全
国
人
民
代

表
大
会
は
、
民
事
訴
訟
法
の
改
訂
を
そ
の
立
法
計
画
に
糾
み
入
れ
て
い
ま
す
。

本
日
、
私
は
八
つ
の
方
面
か
ら
中
国
民
事
訴
訟
法
の
改
訂
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

民
事
訴
訟
法
第
―
二
条
は
、
弁
論
原
則
を
規
定
し
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
人
民
法
院
の
民
事
案
件
の
審
理
に
あ
た
り
、
当
事
者
は
弁
論
を
す
る
権
利

を
有
す
る
と
規
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
弁
論
原
則
の
内
容
は
、
基
本
的
に
そ
の
原
則
及
び
歴
史
と
伝
統
か
ら
乖
離
し
、
空
洞
化
の
欠
陥
が
あ
り

ま
す
。
法
律
は
、
当
事
者
間
の
弁
論
と
裁
判
所
の
裁
判
と
の
間
の
関
係
を
明
確
に
規
定
し
て
い
な
い
た
め
、
審
判
実
務
に
お
い
て
裁
判
所
の
審
判
が
当
事

弁
論
王
義
は
、
大
陸
法
系
民
事
訴
訟
法
に
お
け
る
原
則
の
―
つ
で
す
。
日
本
法
、
ド
イ
ツ
法
の
通
説
に
よ
れ
ば
、
弁
論
主
義
は
以
下
の
一
二
つ
の
内
容
を

権
利
義
務
関
係
の
発
生
又
は
消
滅
を
直
接
決
定
す
る
事
実
は
、
当
事
者
の
弁
論
に
よ
り
現
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

当
事
者
双
方
の
争
い
の
な
い
事
実
に
つ
い
て
は
、
法
院
は
、
そ
れ
ら
を
判
決
の
基
礎
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
院
は
原
則
と
し
て
当
事
者
が

法
院
が
取
り
調
べ
る
証
拠
は
、
原
則
的
に
当
事
者
が
取
り
調
べ
を
申
請
し
た
証
拠
に
限
定
さ
れ
る
。

第
一
は
、
弁
論
原
則
の
充
実
で
あ
り
ま
す
。

中
華
人
民
共
和
国
の
第
一
部
の
「
民
事
訴
訟
法
」
は
、

関
法

一
九
八
二
年
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

一
九
九
一
年
四
月
に
は
、
こ
の
民
事
訴
訟
法
に
対
し
て
全

四
〇



第
二
は
法
院
調
解
制
度
の
整
備
で
あ
り
ま
す
。

り）

「
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
と
現
代
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
法
」
（
ニ
・
完
）

二
0
世
紀
八

0
年
代
後
半
か
ら
、
中
国
の
法
院
は
、
民
事
審
判
方
式
に
対
し
て
改
革
を
行
い
ま
し
た
。

審
判
方
式
の
改
革
は
弁
論
原
則
の
回
帰
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
次
ぎ
の
よ
う
な
点
で
す
。

a
．
事
実
は
、
当
事
者
が
訴
訟
に
引
き
入
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
法
院
は
当
事
者
の
主
張
し
た
事
実
に
対
し
審
理
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

b
．
最
高
人
民
法
院
の
司
法
解
釈
に
よ
っ
て
、
訴
訟
上
の
自
認
制
度
を
確
立
し
ま
し
た
。
訴
訟
に
お
い
て
自
認
し
た
事
実
を
証
明
範
囲
か
ら
排
除
さ
れ

ま
し
た
。
（
劉
通
訳
か
ら
「
皆
様
の
手
元
に
日
本
語
版
の
資
料
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
自
認
制
度
を
自
白
制
度
と
翻
訳
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際

は
こ
の
自
認
制
度
と
は
当
事
者
が
自
ら
認
め
た
事
実
と
相
手
か
ら
主
張
し
た
事
実
を
認
め
る
こ
と
の
両
方
が
含
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
」
と
の
注
釈
あ

C

．
当
事
者
の
証
拠
提
出
責
任
を
強
化
し
、
法
院
が
そ
の
職
権
に
よ
り
証
拠
を
調
べ
る
範
囲
を
縮
小
し
て
制
限
し
ま
し
た
。

最
高
人
民
法
院
の
証
拠
規
則
に
よ
っ
て
、
人
民
法
院
は
そ
の
職
権
に
よ
る
証
拠
調
べ
は
、
以
下
の
二
つ
の
面
に
限
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
一
は
、

国
家
利
益
損
害
、
社
会
公
益
損
害
、
第
三
者
権
益
損
害
に
関
す
る
こ
と
で
あ
り
、
第
一
一
は
、
手
続
的
当
事
者
追
加
、
訴
訟
中
止
、
訴
訟
終
結
、
回
避
に
関

す
る
こ
と
で
す
。

調
解
は
、
中
国
法
院
の
民
事
訴
訟
案
件
処
理
に
お
け
る
基
本
制
度
の
―
つ
で
す
。
中
国
民
事
司
法
に
お
い
て
重
要
な
地
位
を
占
め
て
お
り
ま
す
。
中
華

人
民
共
和
国
成
立
後
の
四
0
年
に
お
い
て
、
中
国
の
民
事
政
策
、
法
律
は
調
解
を
非
常
に
突
出
し
た
地
位
に
位
置
づ
け
ま
し
た
。
長
期
に
わ
た
り
主
に
調

解
方
式
で
民
事
紛
争
を
処
理
し
て
き
ま
し
た
。
約
七
0
％
以
上
の
民
事
紛
争
が
法
院
調
解
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
ま
し
た
。

今
日
、
午
前
中
、
濯
先
生
が
紹
介
さ
れ
た
と
お
り
、
―

1
0
世
紀
九

0
年
代
以
来
、
法
院
調
解
に
よ
る
案
件
の
終
了
率
は
下
が
り
続
け
て
お
り
ま
す
。
ニ

0
0
三
年
に
調
解
率
は
一
―

-
0
％
ま
で
下
が
り
ま
し
て
、
逆
に
、
判
決
に
よ
る
紛
争
解
決
は
一
―
―
-
％
上
が
っ
て
お
り
ま
す
。

調
解
に
よ
る
案
件
終
了
率
の
急
激
な
低
下
は
、
法
院
が
有
効
に
民
事
紛
争
を
解
決
す
る
こ
と
に
は
不
利
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
去
年
以
来
、
最
高
人
民

四
0
三

（九一―――-）



第
三
は
、
釈
明
制
度
の
整
備
で
あ
り
ま
す
。

て
判
決
を
行
う
こ
と
を
規
定
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

法
院
は
再
度
、
調
解
を
重
視
し
て
強
化
し
始
め
て
い
ま
す
。
最
高
人
民
法
院
は
、
そ
の
司
法
解
釈
に
お
い
て
、
以
下
の
六
種
類
の
案
件
に
つ
い
て
審
理
に

当
た
っ
て
は
、
ま
ず
調
解
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
お
り
ま
す
。

第
三
、
交
通
事
故
及
び
労
災
事
故
に
よ
り
生
じ
た
権
利
義
務
関
係
が
比
較
的
に
明
確
な
損
害
賠
償
紛
争
。

第
四
、
住
宅
地
及
び
隣
人
関
係
に
関
す
る
紛
争
。

第
五
、
パ
ー
ト
ナ
ー
協
議
に
関
す
る
紛
争
。

（
九
二
四
）

法
院
調
解
制
度
を
整
備
す
る
た
め
の
―
つ
の
方
策
と
し
て
、
民
事
案
件
を
分
類
し
て
、
そ
の
な
か
か
ら
調
解
に
よ
る
解
決
に
適
応
す
る
紛
争
を
選
び
出

し
て
、
人
民
法
院
が
こ
れ
ら
の
調
解
に
適
応
す
る
案
件
を
解
決
す
る
と
き
に
は
、
ま
ず
調
解
を
行
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
調
解
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
初
め

釈
明
と
は
、
大
陸
法
系
国
家
に
お
け
る
制
度
の
―
つ
で
あ
り
、
当
該
制
度
は
裁
判
官
が
当
事
者
に
発
問
、
注
意
の
促
進
、
告
知
を
行
っ
て
、
当
事
者
に

そ
の
主
張
を
明
確
に
さ
せ
、
そ
の
陳
述
を
整
え
、
そ
の
証
拠
を
補
充
さ
せ
る
こ
と
で
、
当
事
者
に
訴
訟
権
利
を
十
分
に
行
使
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
う
え
で
、

人
民
法
院
が
、
案
件
に
対
し
て
充
実
し
た
審
理
を
行
う
こ
と
を
保
証
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

現
行
の
中
国
民
事
訴
訟
法
で
は
、
釈
明
制
度
を
規
定
し
て
お
ら
ず
、
弁
護
士
の
強
制
代
理
に
つ
い
て
の
規
定
も
あ
り
ま
せ
ん
。
訴
訟
実
務
に
お
い
て
相

当
数
の
案
件
は
、
当
事
者
本
人
が
訴
訟
を
行
っ
て
い
ま
す
。
当
事
者
は
一
般
的
に
法
律
に
詳
し
く
な
い
た
め
に
、
陳
述
が
不
完
全
、
不
明
瞭
で
あ
り
、
適

宜
証
拠
も
し
く
は
補
足
証
拠
を
提
供
す
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
法
律
規
定
に
対
し
て
誤
解
が
あ
る
等
の
状
況
は
免
れ
難
い
の
で
す
。

そ
の
た
め
民
事
訴
訟
法
に
お
い
て
、
釈
明
制
度
を
設
け
る
こ
と
は
、
と
て
も
必
要
が
高
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
中
国
の
最
高
人
民
法
院
は
、
す
で
に
司

第
六
、
訴
訟
目
的
額
が
比
較
的
低
額
な
紛
争
。

第
二
、
労
務
契
約
に
関
す
る
紛
争
。

第
一
、
婚
姻
家
族
に
関
す
る
紛
争
、
相
続
関
係
に
関
す
る
紛
争
。

関
法
第
五
五
巻
―
二
号

四
0
四



「
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
と
現
代
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
法
」
（
ニ
・
完
）

第
五
は
、
公
益
訴
訟
制
度
の
整
備
で
あ
り
ま
す
。

め
て
い
ま
す
。

法
解
釈
に
お
い
て
、
裁
判
官
に
対
し
釈
明
を
行
う
こ
と
を
要
求
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
法
院
が
当
事
者
に
、
挙
証
通
知
書
を
送
付
す
る
こ
と
を
要
求
し
て

お
り
ま
す
。

四
0
五

現
在
の
問
題
は
、
民
事
訴
訟
法
の
改
訂
を
通
じ
て
、
現
在
司
法
解
釈
で
解
釈
さ
れ
た
そ
の
内
容
を
法
律
規
定
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
で
す
。

中
国
の
現
実
生
活
に
お
い
て
、
大
量
の
少
額
民
事
紛
争
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
中
国
の
エ
商
部
門
の
統
計
に
よ
る
と
、
二

0
0
三
年
エ
商
部
門
が
受
理

し
た
消
費
者
の
訴
え
の
う
ち
、

1
0
0
0
元
以
下
及
び
一

0
0
0
元
か
ら
一

0
0
0
0
元
の
少
額
申
立
て
が
そ
れ
ぞ
れ
七
五
・
一
％
と
ニ
ニ
・
五
四
％
を
占

現
行
の
民
事
訴
訟
法
は
、
普
通
手
続
及
び
簡
易
手
続
の
第
一
審
手
続
を
規
定
し
て
い
る
の
み
で
、
簡
易
手
続
は
普
通
手
続
よ
り
簡
便
で
早
く
は
あ
り
ま

す
が
、
少
額
紛
争
に
と
っ
て
は
、
そ
の
訴
訟
コ
ス
ト
は
そ
れ
で
も
ま
だ
高
す
ぎ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
民
事
訴
訟
法
を
改
訂
す
る
際
に
、
簡
易
手
続
よ
り
さ
ら
に
簡
便
で
早
く
て
融
通
性
が
あ
る
専
門
に
少
額
訴
訟
を
処
理
す
る
手
続
を
設
け

る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
民
衆
が
司
法
に
近
づ
い
て
法
院
を
通
じ
て
正
義
を
求
め
る
た
め
の
便
宜
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

公
益
は
私
益
に
相
対
す
る
も
の
で
あ
り
、
公
共
の
利
益
を
指
し
、
不
特
定
多
数
の
人
の
利
益
を
指
し
て
い
ま
す
。
中
国
は
、
市
場
経
済
へ
の
転
換
に
お

い
て
著
し
く
公
益
を
害
す
る
こ
と
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
例
え
ば
企
業
が
劣
悪
な
偽
物
を
生
産
し
て
消
費
者
の
生
命
や
健
康
に
危
害
を
与
え
る
事
案
。

例
え
ば
こ
の
前
、
中
国
の
安
徽
省
フ
ヨ
ウ
県
に
お
い
て
、
十
数
人
の
頭
が
大
き
い
赤
ち
ゃ
ん
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
栄
養
の
あ
ま
り
な
い
粉
ミ

ル
ク
を
食
べ
て
起
き
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
企
業
の
生
産
に
お
い
て
排
出
さ
れ
た
廃
棄
物
が
著
し
く
環
境
を
汚
染
す
る
こ
と
や
、
国
有
企
業
の
企

業
制
度
改
革
の
機
会
を
借
り
て
私
利
を
図
り
、
低
額
で
国
有
資
産
を
払
い
ド
げ
、
大
量
の
国
有
資
産
の
流
失
を
も
た
ら
し
ま
し
た
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
侵
害
行
為
は
大
多
数
の
者
の
少
額
利
益
を
害
し
た
り
、
害
を
受
け
る
主
体
が
不
明
瞭
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

中
国
の
民
事
訴
訟
法
は
、
代
表
人
訴
訟
制
度
を
規
定
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
公
益
侵
犯
の
民
事
紛
争
を
処
理
す
る
に
は
、
あ
ま
り
効

第
四
は
、
少
額
訴
訟
制
度
の
整
備
で
あ
り
ま
す
。

（
九
二
五
）



第
七
は
、
証
拠
制
度
の
整
備
で
あ
り
ま
す
。

第
五
五
巻
―
二
号

法
は
二
審
終
審
制
度
を
実
行
し
て
お
り
、
第
二
審
は
事
実
審
で
も
あ
り
ま
す
が
、
法
律
審
で
も
あ
り
ま
す
。

―つ

一
部
の
学
者
が
公
益
訴
訟
制
度
の
設
立
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
司
法
実
務
に
お
い
て
中
国
の
検
察
機
関
は
国
有
資
産
の
流
失
を
防
ぐ
た

め
に
、
か
っ
て
原
告
の
身
分
で
契
約
無
効
の
訴
訟
を
提
起
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
原
因
は
、
国
有
企
業
法
を
改
正
す
る
と
き
に
、
国
有
企
業
の
資

中
国
に
は
、
四
つ
の
級
の
法
院
が
あ
り
ま
し
て
、
す
な
わ
ち
、
基
層
人
民
法
院
、
中
級
人
民
法
院
、
高
級
人
民
法
院
、
最
高
人
民
法
院
で
す
。
民
事
訴

訟
法
の
規
定
に
よ
っ
て
各
級
の
法
院
が
い
ず
れ
も
第
一
審
民
事
案
件
を
管
轄
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
基
層
人
民
法
院
は
法
に
よ
り
そ
の
他
三
級
の
人
民

法
院
が
管
轄
す
る
案
件
以
外
の
案
件
を
管
轄
す
る
。
審
判
実
務
に
お
い
て
大
部
分
の
民
事
案
件
は
基
層
人
民
法
院
が
管
轄
し
て
い
ま
す
。
中
国
民
事
訴
訟

大
部
分
の
案
件
を
基
層
人
民
法
院
が
管
轄
す
る
こ
と
及
び
二
審
終
審
制
度
に
よ
る
―
つ
の
大
き
な
問
題
は
大
多
数
の
案
件
の
終
審
法
院
は
中
級
人
民
法

院
に
な
る
こ
と
で
あ
り
、
中
級
人
民
法
院
の
数
は
多
く
て
、
全
国
に
数
百
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
裁
判
官
の
価
値
傾
向
の
相
違
、
法
律
に
対
す
る
理
解

の
相
違
、
適
用
す
る
法
律
の
不
一
致
に
よ
っ
て
、
同
様
な
案
件
で
あ
っ
て
も
、
異
な
る
法
院
の
審
判
に
よ
っ
て
、
そ
の
結
果
が
異
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
終

審
法
院
の
数
が
多
く
て
、
級
別
が
低
く
、
加
え
て
専
門
の
審
介
等
級
に
よ
る
下
級
法
院
の
法
律
適
用
問
題
を
審
査
し
な
い
た
め
に
、
法
律
適
用
の
不
統
一

が
生
じ
、
憲
法
の
規
定
す
る
「
国
家
は
社
会
主
義
法
制
の
統
一
を
擁
護
す
る
こ
と
」
及
び
「
中
華
人
民
共
和
国
公
民
は
法
律
の
前
に
お
い
て
み
な
平
等
で

あ
る
こ
と
」
の
実
現
が
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
現
行
の
審
判
級
別
に
対
す
る
制
度
改
革
を
行
い
、
二
審
終
審
を
三
審
終
審
に
改
め
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
第
一
二
審
は
法
律
審
で
、

第
三
審
法
院
は
専
ら
法
律
適
用
に
不
服
で
提
訴
す
る
上
訴
を
受
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

大
部
分
の
民
事
案
件
は
、
事
実
に
対
す
る
争
い
の
た
め
、
証
拠
制
度
は
民
事
訴
訟
に
お
い
て
そ
の
地
位
は
大
変
重
要
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
現
行
民

事
訴
訟
法
の
証
拠
に
対
す
る
規
定
は
非
常
に
簡
略
で
、
数
え
て
も
―
二
の
条
文
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
に
、
二
つ
の
問
題
が
生
じ
ま
し
た
。

第
六
は
、
二
審
制
か
ら
三
審
制
へ
の
改
革
で
す
。

産
を
低
額
で
譲
渡
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。

果
が
な
い
た
め
、

関
法

四
0
六

（
九
二
六
）



「
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
と
現
代
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
法
」
(
―
-
・
完
）

再
審
制
度
に
存
在
す
る
問
題
は
、
主
に
二
つ
あ
り
ま
す
。

第
八
は
、
再
審
制
度
の
改
革
改
善
で
あ
り
ま
す
。

こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

四
0
七

一
般
的
に
再
審
は
一
回
だ
け
と
す
る
」
と
規
定
し
て
い
ま
す
。

は
当
事
者
が
証
拠
に
関
係
す
る
権
利
の
行
使
、
も
う
―
つ
は
裁
判
官
が
裁
判
に
お
け
る
証
拠
の
運
用
、
こ
の
両
方
に
お
い
て
、
必
要
な
規
範
に
よ
る
指
揮
、

そ
の
た
め
に
、
今
度
の
民
事
訴
訟
法
の
改
訂
の
機
会
を
借
り
て
証
拠
に
関
連
す
る
条
項
を
増
や
す
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
中
国
の
審
判
に

お
い
て
証
人
が
法
廷
に
出
て
証
言
す
る
こ
と
を
拒
否
し
、
こ
の
こ
と
で
裁
判
官
は
、
と
て
も
頭
を
痛
め
て
い
ま
す
。
民
事
訴
訟
法
の
証
人
に
つ
い
て
の
規

定
が
簡
単
す
ぎ
る
と
言
え
る
こ
と
と
直
接
に
関
係
し
て
お
り
ま
す
。

学
者
た
ち
は
、
民
事
訴
訟
法
に
お
い
て
、
証
言
拒
否
の
特
権
、
証
人
出
廷
を
保
証
す
る
措
置
、
証
言
前
の
宣
誓
、
証
人
証
言
の
費
用
の
補
償
に
対
し
て

規
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
提
案
し
て
お
り
ま
す
。
書
証
に
つ
い
て
は
、
書
証
の
提
出
義
務
、
法
院
に
書
証
取
得
を
申
請
す
る
手
続
な
ど
も
規
定
す
る

再
審
制
度
は
、
判
決
、
裁
定
、
調
解
調
書
が
す
で
に
法
律
効
力
を
発
生
し
た
案
件
に
対
し
て
再
度
の
審
理
を
行
う
制
度
で
あ
り
ま
す
。
中
国
の
民
事
訴

訟
法
に
お
い
て
、
再
審
制
度
は
裁
判
監
督
手
続
に
よ
り
規
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

中
国
の
民
事
訴
訟
法
に
よ
っ
て
再
審
を
行
う
た
め
に
、
三
つ
の
道
が
あ
り
ま
す
。

―
つ
は
法
院
が
そ
の
職
権
に
よ
っ
て
再
審
を
提
起
す
る
こ
と
。
二
つ

め
は
当
事
者
に
よ
る
再
審
の
申
立
て
。
三
つ
め
は
検
察
機
関
に
よ
る
控
訴
の
提
出
で
あ
り
ま
す
。

―
つ
は
再
審
を
提
起
す
る
主
体
が
あ
ま
り
に
も
多
い
こ
と
。
も
う
―
つ
は
、
再
審
の
回
数
が

無
制
限
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
、
こ
の
た
め
に
、
い
く
ら
か
の
案
件
が
複
数
で
再
審
さ
れ
、
繰
り
返
し
再
審
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
て
、
判
決
の
既
判

力
と
手
続
の
安
定
性
に
著
し
く
影
響
を
与
え
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
よ
っ
て
、
い
く
ら
か
の
案
件
は
終
結
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
再
審
の
回
数
の
制
限
に
対
し
、
訴
訟
理
論
界
及
び
司
法
実
務
部
門
は
、
す
で
に
共
通
認
識
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
最
高
法
院
の
最
近
の

司
法
解
釈
も
「
い
か
な
る
方
式
で
あ
っ
て
も
、
裁
判
監
督
の
手
続
を
起
動
し
た
場
合
は
、

た
だ
し
、
法
院
が
そ
の
職
権
に
基
づ
い
て
発
動
す
る
再
審
を
取
り
消
す
べ
き
か
否
か
、
又
は
検
察
機
関
が
控
訴
を
提
出
す
る
こ
と
を
取
り
消
し
、
も
し
く

拘
束
が
不
足
し
て
お
り
ま
す
。

（九一一七）



す
る
こ
と
が
で
き
て
非
常
に
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

は
制
限
す
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
は
理
論
界
及
び
実
務
部
門
に
お
い
て
意
見
が
相
当
分
か
れ
て
お
り
ま
す
。

民
事
訴
訟
法
は
、
こ
の
難
し
い
問
題
に
つ
い
て
今
の
と
こ
ろ
は
、
ど
の
よ
う
に
修
正
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

私
の
報
告
は
、
以
上
で
す
。
ど
う
も
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
高
華
姦
と
申
し
ま
す
。
先
ほ
ど
学
長
先
生
の
開
会
の
ご
挨
拶
で
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
私
は
十
数
年
前
に
、
関
西
大
学
大
学
院

で
勉
強
い
た
し
ま
し
た
。
私
の
恩
師
で
あ
る
村
井
正
教
授
、
菱
田
政
宏
教
授
及
び
関
西
大
学
法
学
部
の
諸
先
生
か
ら
教
え
ら
れ
た
こ
と
が
、
私
の
「
法
」

の
知
識
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

の
勉
強
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
塚
本
先
生
も
、
今
回
、
関
西
大
学
法
科
大
学
院
の
特
任
教
授
と
な
ら
れ
ま
し
て
、
今
回
、
母
校
で
お
話

私
に
与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
は
、
「
中
国
に
お
け
る
労
働
紛
争
の
解
決
制
度
」
で
す
。
そ
の
制
度
自
身
は
一
見
す
れ
ば
、
非
常
に
立
派
な
制
度
で
す
が
、

そ
の
規
定
は
、
各
地
方
、
各
部
門
、
各
会
社
で
解
釈
が
全
然
違
っ
て
い
ま
す
。
私
も
大
江
橋
時
代
に
し
て
も
、
今
の
事
務
所
に
し
て
も
、
日
中
取
引
の
関

係
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
が
、
中
国
に
駐
在
す
る
総
経
理
、
す
な
わ
ち
、
現
地
の
最
高
責
任
者
（
社
長
）

「
中
国
に
お
け
る
労
働
紛
争
の
解
決
制
度
」

関
法

第
五
五
巻
三
号

上
海
市
華
姦
律
師
事
務
所
・
中
国
律
師

一
方
で
日
本
法
の
実
務
に
つ
い
て
い
え
ば
、
大
江
橋
法
律
事
務
所
で
塚
本
先
生
に
十
数
年
に
わ
た
っ
て
法
律
実
務

の
悩
み
に
は
二
つ
あ
り
ま
す
。

高
四
0
八

―
つ
の
悩
み
は

華

姦

（
九
二
八
）


